
1                 北陸石仏の会々報 第４２号   2013/04/10            

韋駄天 高岡市の宗泉寺 

 

北
陸
地
方
の
八
大
龍
王 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
本 

や
す
し 

 

八
大
龍
王 

 

八
大
龍
王
は
、
仏
法
を
守
護
す
る
天
竜
八
部
衆(

天
・
龍
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・

迦
楼
羅
・
緊
那
羅
・
摩
呼
洛
伽)

の
龍
の
部
に
属
す
る
八
体
の
龍
王
で
あ
る
。
数
多
く
の
経

典
に
登
場
し
て
お
り
、
八
体
の
尊
名
も
様
々
で
あ
る
。
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
、

法
華
経
序
品
に
記
さ
れ
る
次
の
八
体
の
龍
王
で
あ
る
。 

①
難
陀
龍
王(

ナ
ン
ダ) 

歓
喜
の
意
。
海
洋
の
主
で
あ
り
、
頭
上
に
九
匹
の
龍
を
冠
す
る
。

右
手
に
剣
を
持
ち
、
左
手
は
腰
に
当
て
る
。 

②
跋
難
陀
龍
王(

バ
ツ
ナ
ン
ダ)

 

亞
歓
喜
の
意
。
難
陀
の
弟
。
頭
上
に
七
匹
の
龍
を
冠
す
る
。

右
手
に
剣
を
持
ち
、
左
手
は
空
中
。 

③
沙
伽
羅
龍
王(

シ
ャ
カ
ラ) 

天
海
の
意
。
雨
乞
い
の
本
尊
と
さ
れ
る
。 

④
和
修
吉
龍
王(

ワ
シ
ュ
キ
ツ)

 

多
頭
の
意
。
水
中
に
住
む
多
頭
の
龍
で
、「
九
頭
龍
王
」「
九

頭
龍
権
現
」
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

⑤
徳
叉
迦
龍
王(

ト
ク
シ
ャ
カ)

 

多
舌
、
視
毒
の
意
。
邪
眼
を
持
ち
、
こ
の
龍
王
が
怒
っ
て

人
を
見
る
と
そ
の
人
は
死
ぬ
と
い
わ
れ
る
。 

⑥
阿
那
婆
達
多
龍
王(

ア
ナ
バ
ダ
ッ
タ)

 

無
熱
の
意
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
北
部
の
神
話
上
の
池
で
あ

る
阿
耨
達
池
の
中
の
五
柱
堂
に
住
む
と
い
う
。 

⑦
摩
那
斯
龍
王(

マ
ナ
シ)

 

大
身
、
大
意
、
大
力
の
意
。
海
洋
に
住
む
怪
力
の
龍
王
で
、
阿

修
羅
が
海
水
で
喜
見
城
を
攻
め
た
時
そ
の
海
水
を
戻
し
た
と
い
う
。 

⑧
優
鉢
羅
龍
王(

ウ
ハ
ツ
ラ) 

青
蓮
華
の
意
。
青
蓮
華
を
生
ず
る
池
に
住
む
と
い
う
。 
 

 

八
大
龍
王
の
造
形 

八
大
龍
王
の
木
像
は
全
国
の
寺
院
で
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。
絵
像
と
し
て

の
作
例
は
、
釈
迦
涅
槃
図
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
、
法
華
曼
荼
羅
、
請
雨
経
曼
荼
羅
な
ど
に
、

難
陀
龍
王
を
は
じ
め
と
す
る
一
～
三
体
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
題
目
曼
荼
羅
に
は
「
八

大
龍
王
」
や
「
大
龍
王
」
な
ど
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
小
さ
な
も
の
で
は
省

略
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

八
大
龍
王
の
文
字
を
刻
ん
だ
石
塔
は
全
国
各
地
で
み
ら
れ
、
八
大
龍
王
が
祀
ら
れ
た
石
祠

も
全
国
に
点
在
し
て
い
る
。
八
大
龍
王
の
像
が
彫
ら
れ
た
石
仏
は
、
准
胝
観
音
の
眷
属
と

し
て
難
陀
と
跋
難
陀
の
二
体
が
彫
ら
れ
て
い
る
も
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
ま
た
一
体(

一
尊)

で
八
大
龍
王
と
し
た
石
仏
や
、
八
大
龍
王
の
う
ち
の
一
体
の
み
の
造
立
も
い
く
つ
か
報
告

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
八
体
全
て
の
像
が
揃
っ
て
い
る
作
例
は
極
め
て
少
な
い
よ
う
だ
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
昭
和
戦
前
の
も
の
が
、
千
葉
県
船
橋
市
に
は
平
成
二
十
二
年
造
立
の

も
の
が
み
ら
れ
る
。
経
典
に
は
八
大
龍
王
の
像
容
が
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
造
形
は
様
々
で
あ
る
。 

 

倶
利
伽
羅
八
大
龍
王
社 

 
石
川
県
津
幡
町
九
折
と
富
山
県
小
矢
部
市
安
楽
寺
の
境
に
天
田
峠
が
あ
り
、
八
大
龍
王

社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
倶
利
伽
羅
不
動
寺
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
に
位
置
す
る
。

建
物
内
に
は
木
造
の
二
棟
の
小
祠
が
あ
り
、
右
の
祠
に
は
倶
利
伽
羅
八
大
龍
王
が
祀
ら
れ
、

左
の
祠
に
は
宝
玉
龍
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
堂
内
に
は
八
大
龍
王
と
書
か
れ
た
写
真

が
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
像
が
八
大
龍
王
社
の
御
神
体
の
よ
う
で
あ
る
。
一
体(

一

尊)

で
八
大
龍
王
と
し
た
木
像
で
、
左
手
に
如
意
宝
珠
を
、
右
手
に
剣
を
持
つ
龍
の
姿
が
彫
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ら
れ
て
い
る
。
ま
た
堂
内
に
は
九
折
町
八
大
龍
王
大

神
奉
賛
会
に
よ
る
「
倶
利
迦
羅
奥
山
田
八
大
龍
王
大

神
御
縁
起
」の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
役
の
小
角(

役

行
者)

が
奈
良
生
駒
山
の
二
体
の
龍
王
大
神
の
う
ち
の

一
体
を
背
に
担
い
で
こ
の
地
に
安
置
し
た
と
の
言
い

伝
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

長
手
島
の
八
大
龍
王
堂 

 

石
川
県
羽
咋
市
柴
垣
町
の
海
岸
に
長
手
島
と
呼

ば
れ
る
小
さ
な
半
島
が
あ
る
。
こ
れ
は
沖
の
小
島

が
砂
洲
で
つ
な
が
り
、
自
然
の
桟
橋
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
長
手
島
の
付
け
根
に
は
七
面
堂
が
建

て
ら
れ
て
お
り
、
木
造
の
彩
色
七
面
大
明
神
像
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
奥
へ
と
進
む
と
、
半
島

の
先
端
に
は
八
大
龍
王
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

堂
の
内
部
に
は
木
造
の
祠
が
あ
り
、
白
木
造
り
の
八
大
龍
王
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。一
体(

一

尊)

で
八
大
龍
王
と
し
た
も
の
で
、
頭
上
に
龍
を
載
せ
合
掌
し
て
立
っ
て
い
る
。
七
面
大
明

神
や
八
大
龍
王
は
、
春
か
ら
夏
の
間
は
海
の
安
全
や
大
漁
を
祈
願
し
て
長
手
島
に
祀
ら
れ

て
い
る
が
、
秋
か
ら
冬
の
間
は
近
く
の
日
蓮
宗
本
成
寺
の
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
八

大
龍
王
像
が
本
成
寺
に
移
さ
れ
て
い
る
間
は
、
八
大
龍
王
堂
の
祠
に
は
板
題
目
曼
荼
羅
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
通
常
の
題
目
曼
荼
羅
に
は
「
八
大
龍
王
」
や
「
大
龍
王
」
と
記
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
題
目
曼
荼
羅
に
は
難
陀
龍
王
か
ら
優
鉢
羅
龍
王
ま
で
の
八
大
龍
王
の

名
が
す
べ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
朱
文
字
で
「
海
上
安
全
」
と
「
大
漁
満
足
」
が
書
き
添
え

ら
れ
て
い
る
。 

瓜
割
の
滝 

 

福
井
県
上
中
町
天
徳
寺
の
高
野
山
真
言
宗
天
徳
寺
境
内
に
、
瓜
割
の
滝
と
い
う
湧
水
が

あ
る
。
養
老
年
間
に
泰
澄
大
師
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
が
、
水
が
な
く
困
っ
て
い
た
。
す
る

と
天
竺
か
ら
八
大
龍
王
が
現
れ
、
岩
を
割
っ
て
水
を
湧
き
出
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
清
水

を
見
下
ろ
す
小
高
い
丘
に
帯
状
の
大
き
な
岩
が
あ
り
、
龍
王
岩
と
称
す
る
。
こ
れ
は
八
大

龍
王
が
清
水
を
守
護
し
て
い
る
姿
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

滝
の
雨
請
堂 

 

福
井
県
あ
わ
ら
市
滝
の
、
集
落
は
ず
れ
の
小
高
い
山
の
頂
上
に
雨
請
堂
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
登
り
口
の
案
内
板
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。(

一
部
省
略) 

 

「
こ
の
雨
請
堂
は
、
丸
岡
城
主
有
馬
藩
の
時
代
に
旱
魃
で
稲
が
枯
れ
そ
う
に
な
っ
た
の

で
、
滝
を
は
じ
め
近
村
の
百
姓
が
、
こ
の
山
を
雨
請
山
と
称
え
て
青
柴
の
千
把
焚
き
を
し

て
煙
を
あ
げ
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
龍
王
の
眠
り
を
目
覚
ま
し
、
神
職
と
共
に
お
祈
り

を
し
た
と
こ
ろ
、
三
日
目
に
小
雨
が
あ
り
、
七
日
目
に
大
雨
が
降
っ
て
、
そ
の
年
は
大
豊

作
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
こ
の
山
を
雨
請
山
と
称
し
て
八
大
龍
王
を
祀
り
、
六
月
十
七
日

を
祭
日
と
し
て
い
る
。」 

雨
請
堂
は
三
間
四
方
の
木
造
で
、
内
部
に
は
石
造
の
雨
請
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

中
央
に
不
動
三
尊
が
祀
ら
れ
、
そ
の
左
右
に
八
大
龍
王
を
配
し
て
い
る
。
不
動
三
尊
は
一

石
一
尊
の
浮
彫
り
で
あ
り
、
八
大
龍
王
は
四
基
の
石
板
に
そ
れ
ぞ
れ
二
尊
ず
つ
が
浮
彫
り

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堂
内
の
右
端
に
不
動
明
王
像
が
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、

昭
和
二
十
三
年
の
福
井
地
震
で
倒
壊
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
台
座
や
光
背
な
ど
が
大
き
く

破
損
し
て
い
る
。
現
在
中
央
に
建
て
ら
れ
て
い
る
不
動
明
王
は
、
こ
の
像
を
新
し
く
作
り

な
お
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
材
は
、
い
ず
れ
も
福
井
市
で
産
出
さ
れ
る
笏
谷

石(
緑
色
凝
灰
岩)

で
あ
る
。
像
高
は
不
動
明
王
が
約
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
不
動
の
両

脇
侍
が
約
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
八
大
龍
王
が
約
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

八
大
龍
王
は
小
型
の
像
で
あ
る
が
、
極
め
て
細
密
に
彫
ら
れ
て
お
り
、
石
工
の
技
量
の
高

さ
が
う
か
が
え
る
。
朱
と
墨
の
二
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
長
い
年
月
で
色
あ
せ

て
い
る
。 
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阿那婆達多龍王  徳叉迦龍王 優鉢羅龍王   摩那斯龍王 

跋難陀龍王    難陀龍王 

 

和修吉龍王   娑羯羅龍王 

 

 

八
大
龍
王
は
向
か
っ
て
右
か
ら
、
①
沙
伽
羅
龍
王
、
②
和
修
吉
龍
王
、
③
摩
那
斯
龍
王
、

④
優
鉢
羅
龍
王
、
⑤
徳
叉
迦
龍
王
、
⑥
阿
那
婆
達
多
龍
王
、
⑦
難
陀
龍
王
、
⑧
跋
難
陀
龍

王
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
並
び
順
は
特
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
、
堂
再
建
の
時
に
並
べ
る
順
番
が
変
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
像
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
沙
伽
羅
龍
王 
焔
髪
。
宝
冠
。
背
後
か
ら
頭
上
に
龍
。
左
手
に
鼓
を
、
右
手
に
棒
を
持

つ
。
右
足
を
上
げ
て
波
の
上
に
立
つ
。 

②
和
修
吉
龍
王 

焔
髪
。
宝
冠
。
背
後
か
ら
左
肩
上
に
龍
。
両
手
を
前
で
組
み
、
波
の
上

に
立
つ
。 

③
摩
那
斯
龍
王 

焔
髪
。
宝
冠
。
憤
怒
相
。
左
手
で
宝
珠
を
高
く
掲
げ
、
右
腕
で
薪
を
担

ぐ
。
右
足
を
上
げ
、
波
の
上
の
龍
を
踏
み
つ
け
て
立
つ
。 

④
優
鉢
羅
龍
王 

宝
冠
。
背
後
か
ら
頭
上
に
龍
。
胸
上
に
置
い
た
左
手
で
青
蓮
華
を
持
ち
、

波
の
上
に
立
つ
。 

⑤
徳
叉
迦
龍
王 

焔
髪
。
宝
冠
。
背
後
か
ら
頭
上
に
龍
。
口
か
ら
気
を
吐
き
、
波
の
上
に

立
つ
。 

⑥
阿
那
婆
達
多
龍
王 

宝
冠
。
背
後
か
ら
頭
上
に
龍
。
左
手
で
五
重
塔
を
持
ち
、
そ
れ
を

右
手
で
支
え
る
。
波
の
上
に
浮
か
べ
た
蓮
片
に
立
つ
。 

⑦
難
陀
龍
王 

宝
冠
。
顎
髭
。
背
後
か
ら
頭
上
に
龍
。
両
手
で
宝
盆
を
持
ち
、
波
の
上
に

立
つ
。 

⑧
跋
難
陀
龍
王 

宝
冠
。
背
後
か
ら
頭
上
に
龍
。
両
手
で
三
弁
宝
珠(

火
焔
宝
珠)
を
持
ち
、

波
の
上
に
立
つ
。 

沙
伽
羅
龍
王
が
鼓
と
棒
を
持
っ
て
お
り
、
摩
那
斯
龍
王
が
薪
を
担
い
で
い
る
の
は
、

雨
乞
い
の
時
に
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
薪
を
焚
く
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
は
人
々
が
雨

乞
い
を
行
い
、
龍
王
の
目
を
覚
ま
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
龍
王
に
そ
れ
ら
を
持

た
せ
て
い
る
。
優
鉢
羅
龍
王
は
青
蓮
華
を
生
ず
る
池
に
住
む
と
い
う
こ
と
で
、
青
蓮
華
を

手
に
持
っ
て
い
る
。
阿
耨
達
池
の
中
の
五
柱
堂
に
住
む
阿
那
婆
達
多
龍
王
は
、
五
柱
堂
で

は
な
く
五
重
塔
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
難
陀
龍
王
は
両
手
で
宝
盆
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
上
に
は
何
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。 

 

八
大
龍
王
が
彫
ら
れ
た
四
基
の
石
板
の
前
面
に
「
奉
造
立
／
八
大
龍
王
五
穀
成
就
氏
子

安
全
所
」
と
刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
「
越
前
坂
井
郡
瀧
村
／
惣
氏
子
中
／
敬
白
／
享
保
十
二

丁
未
年
／
仲
秋
吉
日
」
と
石
屋(

石
工)

二
名
と
施
主
等
の
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
八
大

龍
王
が
彫
ら
れ
た
四
基
の
石
板
は
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
銘
文
で
あ
る
。
ま
た
不
動
の
脇

侍
の
裏
面
に
も
同
じ
く
享
保
十
二
年
の
銘
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
石
像
は
同
時
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。 

堂
の
内
壁
に
「
昭
和
拾
四
年
／
八
月
貮
拾
参
日
午
后
／
雨
乞
初
め
當
邑
」
の
墨
書
き
が

あ
る
の
で
、
そ
の
時
に
堂
が
再
建
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
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秘鍵大師座像 五輪塔授持弥勒菩薩 『続石の表情』より 宝筺印塔部分「九輪」 

富
山
市
中
野
来
迎
寺
の
「
秘
鍵
大
師
」 

平
井 

一
雄 

 
富
山
市
大
田
口
通
、
日
枝
神
社(

山
王
さ
ん)

の
南
側
に
真
言
宗
「
中
野
来
迎
寺
」
が
あ

る
。
正
面
に
あ
る
由
来
案
内
板
の
内
容
を
紹
介
す
る
。 

「
真
言
宗
福
畠
山
来
迎
寺
」 

「
富
山
市
内
に
、
来
迎
寺
が
三
ケ
寺
あ
る
。
梅
沢
町
の
布
市
来
迎
寺
に
、
目
付
来
迎
寺
と
、

こ
の
中
野
来
迎
寺
で
あ
る
。
初
め
立
山
の
麓
に
あ
っ
た
が
、
呉
羽
地
区
小
竹
に
移
り
、
北

代
の
極
楽
寺
と
結
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
富
山
の
町
づ
く
り
を
し
た
初
代
の
藩
主
前
田

利
次
に
招
か
れ
て
、
こ
の
地
に
移
っ
た
。
寺
に
は
富
山
市
指
定
の
文
化
財
が
四
つ
も
あ
る
。

と
も
に
北
代
の
極
楽
寺
か
ら
移
っ
た
も
の
で
あ
る
」 

こ
の
寺
に
隣
接
し
て
小
規
模
な
墓
地
が
あ
る
。
富
山
空
襲
に
会
っ
た
と
思
う
が
墓
石
は

あ
ま
り
損
傷
し
て
い
な
い
。
又
、
改
修
も
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
く
、
古
い
墓
石
が
乱
立
し

て
い
る
。
寛
永
五
年
、
元
禄
十
五
年
、
宝
永
な
ど
の
銘
が
あ
る
墓
石
も
あ
る
し
、
一
メ
ー

ト
ル
を
越
す
宝
筺
印
塔
の
上
部
「
九
輪
」
も
あ
り
興
味
深
い
石
造
物
の
宝
庫
で
あ
る
。
其

の
中
の
一
つ
、
三
界
万
霊
と
刻
ま
れ
た
台
座
の
上
に
鎮
座
し
て
い
る
五
輪
塔
授
持
の
弥
勒

菩
薩
に
惹
か
れ
て
、
墓
域
を
散
策
し
て
い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
五
輪
弥
勒
の
裏
側
に
写

真
の
「
秘
鍵
大
師
」
石
像
が
あ
っ
た
。
自
然
石
を
彫
り
く
ぼ
め
、
利
剣
を
も
っ
た
大
師
像

を
浮
彫
、
右
手
に
利
剣
を
持
ち
、
顔
を
少
し
右
に
向
け
て
い
る
。 

像
高
約
一
メ
ー
ト
ル
。
銘
文
は
な
い
。
「
光
明
真
言
」
が
円
形
に
刻
ま
れ
て
い
る
が
剥

脱
の
部
分
が
多
い
。
富
山
県
の
「
秘
鍵
大
師
」
石
像
は
今
ま
で
報
告
が
な
く
、
こ
れ
ま
で

尾
田
武
雄
さ
ん
と
立
山
町
岩
峅
寺
石
造
物
の
調
査
中
に
三
体
の
「
秘
鍵
大
師
」
石
像
を
確

認
し
た
の
み
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
資
料
を
漁
っ
た
。
「
秘
鍵
大
師
と
呼
ば
れ
る
お
大
師(

弘

法
大
師)

の
像
が
あ
る
。
お
姿
は
剣
を
お
持
ち
に
な
っ
た
お
姿
で
す
。
お
大
師
さ
ま
が[

般

若
心
経]

を
解
説
さ
れ
た[

般
若
心
経
秘
鍵]

の
な
か
で[

文
殊
の
利
剣
は
諸
戯
を
断
つ
、
覚

母
の
梵
文
は
調
御
の
師
な
り
チ
ク
マ
ン
の
真
言
を
種
子
と
為
す
、
諸
経
を
含
蔵
せ
る
陀
羅

尼
な
り]

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
殊
の
利
剣
と
は
、
文
殊
菩
薩
さ
ま
が
お
持
ち
の
な
っ

て
い
る
剣
の
こ
と
で
、
諸
戯
と
い
う
の
は
為
に
な
ら
な
い
言
論
や
判
断
の
こ
と
で
す
。
チ

ク
は
般
若
菩
薩
さ
ま
の
こ
と
、

マ
ン
と
は
文
殊
菩
薩
さ
ま
の
こ

と
で
す
。
嵯
峨
天
皇
の
御
世
に
、

飢
饉
と
疫
病
で
国
民
が
苦
し
ん

だ
お
り
、
お
大
師
様
は
天
皇
へ

般
若
心
経
の
写
経
を
勧
め
、
自

ら
は
修
法
し
講
読
さ
れ
ま
し
た
。

『
般
若
心
経
秘
鍵
』
は
そ
の
解

説
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

秘
鍵
大
師
の
お
姿
は
、
お
大
師
さ
ま
が
文

殊
の
利
剣
を
お
持
ち
に
な
っ
た
お
姿
で
す
。

利
剣
は
利
生(

り
し
ょ
う)

の
こ
と
で
、
お

大
師
さ
ま
が
文
殊
菩
薩
の
三
昧
耶
に
入
り
、

文
殊
菩
薩
と
な
っ
て
衆
生
を
利
益
す
る
誓

願
の
象
徴
的
な
あ
ら
わ
れ
な
の
で
す
。「
秘

鍵
大
師
」
像(

弘
法
大
師
が
剣
を
持
っ
て
い

る
姿)

日
本
国
内
で
も
珍
し
い
お
大
師
さ

ま
の
お
姿
で
す
」
と
解
説
さ
れ
て
い
た
。 

京
田
良
志
先
生
の
『
続
石
の
表
情
』「
弘

法
小
屋
跡
の
弘
法
像
」
に
「
…
小
屋
は
な

く
、
む
な
し
く
弘
法
清
水
だ
け
が
沸
く
、

今
ひ
と
つ
、
自
動
車
道
脇
に
移
さ
れ
て
こ

の
童
顔
の
弘
法
像
が
一
体
あ
っ
た
。
剣
を

持
っ
た
珍
し
い
像
で
あ
る
」
と
の
記
述
が

あ
り
、
写
真
を
見
る
と
正
面
を
向
く
端
正

な
童
顔
の
大
師
像
で
右
手
に
利
剣
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
。
こ
の
石
像
も
秘
鍵
大
師
で

は
な
か
ろ
う
か
。 
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第４５回例会 射水市小杉町の蓮王寺にて 平成２４年１０月１４日 

『
庄
川
町
の
石
碑
』
発
刊
さ
れ
る 

尾
田 

武
雄 

  

庄
川
町
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ん
ぽ
ぽ
グ
ル
ー
プ
」
の
皆
さ
ん
が
八
年
を
か
け
、
平

成
二
十
四
年
十
二
月
に
『
庄
川
の
石
碑
』
を
二
百
部
発
刊
さ
れ
た
。
同
会
と
一
緒
に
、
石

仏
調
査
に
関
わ
っ
て
も
う
十
五
、
六
年
に
な
る
だ
ろ
う
。
庄
川
町
青
島
か
ら
砺
波
市
太
田

に
通
じ
る
三
十
三
ヵ
所
観
音
石
仏
を
調
査
報
告
し
た
『
中
筋
往
来
の
三
十
三
ヵ
所
観
音
』

(

平
成
十
一
年
発
刊)

は
、
石
仏
を
単
な
る
「
物
」
を
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
信
仰
の
対

象
物
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
大
き
い
評
価
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
庄
川
町
が
砺
波
市
に
合
併
す
る
直
前
に
上
梓
さ
れ
た
の
が
『
庄
川
町 

石
仏
と

こ
こ
ろ
』(

平
成
十
六
年
発
刊)

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
石
仏
の
ふ
る
さ
と
、
ま
た
そ
の
宝

庫
で
あ
る
庄
川
町
の
石
仏
を
悉
皆
調
査
さ
れ
、
前
著
と
同
じ
石
仏
に
愛
情
を
持
っ
て
記
述

さ
れ
た
好
著
で
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
今
回
、
庄
川
町
の
石
碑
悉
皆
調
査
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
報
告
書
が
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
総
数
が
二
百
十
九
基
あ
り
、
金
屋
石
の
里
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
数
の
多
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。
ま
た
庄
川
町
金
屋
庄
川
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
横
に
あ
る
「
護
国
英
霊
碑
」
は
、

そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
金
屋
石
工
の
粋
を
結
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
戦
没
者
の
慰
霊
碑
が
七
十
三
基
と
非
常
に
多
い
も
の
こ
の
地
方
の
特
徴
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
歌
人
西
行
法
師
の
友
西
住
の
碑
や
、
五
ケ
種
籾
生
産
に
尽
力
さ
れ
た

寺
井
平
右
門
碑
、
牛
嶽
車
道
開
通
記
念
碑
、
山
田
文
作
忠
魂
碑
、
勧
学
職
師
乃
碑
、
ま
た

「
徳
不
孤
」
と
彫
ら
れ
た
寺
子
屋
の
師
の

碑
な
ど
特
徴
的
な
も
の
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。 

 

慰
霊
碑
の
多
く
は
日
露
戦
争
に
従
軍

し
た
貴
重
な
記
録
で
あ
り
、
今
後
の
研
究

が
期
待
さ
れ
る
。 

 

………………………………………………………………………………………………………………………………… 
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一石五輪塔 四社権現石殿 

虚空蔵菩薩 

阿弥陀如来 

不動明王 

北陸石仏の会 第４６回例会 

― 倶利伽羅峠と周辺の石仏めぐり ― 
平成２５年５月１２日(日) 

 

参 加 費：５０００円（バス・資料代） 

集合場所：①大沢野文化会館 ７時００分 

②ＪＲ砺波駅南口 ７時４０分 

③ＪＲ金沢駅西口 ８時３０分 

④ＪＲ津幡駅   ９時１０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局

締め切り：平成２５年５月２日(木) 

案   内：滝本やすし(金沢市) 
    

◎津幡町竹橋 有聲寺／馬頭観音、水天、徳本名号塔、義賢名号塔 

◎津幡町山森 白山神社／菩薩像、女神像、不動明王 

◎津幡町倶利伽羅 路傍／六地蔵、虚空蔵菩薩 

◎津幡町倶利伽羅 手向神社／手向神社石殿、一石五輪塔、狛犬 

◎津幡町倶利伽羅 国見山頂／四社権現石殿 

◎津幡町倶利伽羅 不動寺／不動明王、地蔵、白山権現 

◎津幡町倶利伽羅 長楽寺墓地／長楽寺歴代墓標 

◎小矢部市埴生 山王社跡／大山咋命 

◎小矢部市埴生 医王院／阿弥陀、六地蔵、観音、不動明王 

◎小矢部市道林寺 南家／宝篋印塔 

◎小矢部市道林寺 路傍／半跏地蔵、六地蔵 

◎小矢部市松永 路傍／観音 

◎小矢部市松尾 路傍／蔵王権現 

諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度の会費を、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


